
様式１

№ 13010010

1 会 計 区 分 1 一般会計
1
1

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 13 農業委員会

9 産業振興課
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ　事業区分 2 ソフト事業
関係例規・法令名
関 係 個 別 計 画 名

111 平成　２５　年度 平成　２６　年度 平成　２８　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

○水土里情報システムの利用 ○水土里情報システムの利用 ○水土里情報システムの利用

512 100 103 103
0
0
0
0

512 100 103 103
203 100 103 0

0
0
0
0

203 100 103
（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）
　水土里情報システムの利用 　水土里情報システムの利用

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果
A－継続/現状維持 A－継続/現状維持

年 度 目 標 値 農地情報の共有化 農地情報の共有化 農地情報の共有化
年 度 達 成 率 100% 100% 0%
全 体 達 成 率 20% 40% 40%
事業進捗状況 ☆☆☆☆ ☆☆☆☆

339

計
画
事
業
費

道 支 出 金

103 103

地　 方 　債
そ 　の 　他

103
国庫支出金

事　　業　　費　（千円）

（実施内容等）

事　業　内　容

財
源
内
訳

事　　業　　費　（千円） 103

財
源
内
訳 一 般 財 源

平成　２７　年度
事  業  内  容

平成　２９　年度

事 業 優 先 度 Ｂ

【全体計画内容】　※後期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

○水土里情報システムの利用

地　 方 　債
道 支 出 金

（実施内容等）

※事務事業評価結果

無

◎水土里情報システムの利用

0

農地情報の共有化
住民参加
住民協働

全　　　体　　　計　　　画
事　　　業　　　内　　　容

国庫支出金

関
連
事
項

実
績
事
業
費

事業期間
事業主体

事 業 名

事業指標

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

事業目標

農業の振興
土地基盤の充実

　　　　　　　　 　　第 ５ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　後 期 実 施 計 画 書

水土里情報システム利活用事業

そ 　の 　他

平成25年度～平成29年度

基本施策
単位施策

農地の有効利用の促進

はつらつ・雄武～地域産業の振興～

雄武町

○水土里情報システムの利用

政策目標

関 係 課

第６期計画への継続
（継続有り）

農地情報の共有化

一 般 財 源

0%
40%

農地情報の共有化

40%
（継続有り）

前期計画からの継続

※事務事業評価結果

　特定財源の名称

0%

0



様式１

№ 13010020

1 会 計 区 分 1 一般会計
1
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 13 農業委員会

9 産業振興課
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ　事業区分 2 ソフト事業
関係例規・法令名
関 係 個 別 計 画 名

112 平成　２５　年度 平成　２６　年度 平成　２８　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

○雄武町農業後継者対策協議会 ○雄武町農業後継者対策協議会 ○雄武町農業後継者対策協議会
　への負担金 　への負担金 　への負担金

1,250 250 250 250
0
0
0
0

1,250 250 250 250
500 250 250 0

0
0
0
0

500 250 250
（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）

雄武町農業後継者対策協議会 雄武町農業後継者対策協議会
への負担金 への負担金

【評　価　・　実　績】

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果
Ｂ－継続/現状維持 Ｂ－継続/現状維持

年 度 目 標 値 実習生受入（５名/年） 実習生受入（５名/年） 実習生受入（５名/年）
年 度 達 成 率 100% 100% 0%
全 体 達 成 率 20% 40% 40%
事業進捗状況 ☆☆☆ ☆☆☆

340

　　　体との連携を図り、農業担い手対策事業を
　　　実施。
　　・後継者のパートナー対策事業の実施。

第６期計画への継続 40% 40%
（継続有り）

関
連
事
項

前期計画からの継続 実習生受入（５名/年） 実習生受入（５名/年）
（継続有り） 0% 0%

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

一 般 財 源
　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

地　 方 　債
そ 　の 　他

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

そ 　の 　他
一 般 財 源 250 250

道 支 出 金
地　 方 　債

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 250 250

財
源
内
訳

国庫支出金

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

○雄武町農業後継者対策協議会 ○雄武町農業後継者対策協議会
　への負担金 　への負担金

全　　　体　　　計　　　画 平成　２７　年度 平成　２９　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 ５名/年
住民参加

無
住民協働

事業期間 平成25年度～平成29年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 酪農研修実習生受入人数

担い手（人・組織）の強化

事 業 名 雄武町農業後継者対策事業

　　　　　　　　 　　第 ５ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　後 期 実 施 計 画 書

政策目標 はつらつ・雄武～地域産業の振興～ 【全体計画内容】　※後期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 農業の振興
事 業 優 先 度 Ｂ

単位施策

　　・北海道担い手センターをはじめとする関係団

◎雄武町農業後継者で配偶者を求める者を対象
　として、広い範囲にこれを求める事業を積極的
　に推進し、後継者の経営の安定化を図るととも
　に、就労促進支援を図る。

　　・酪農体験実習事業の実施。


